
佐久市総合計画審議会（第２回） 会議録 

日時：平成２９年１１月１７日（金） 

午後 1時３０分～ 

場所：佐久消防署３階講堂     

【出席者】堀内会長、伊藤副会長、井出英治委員、井出祐一委員、元吉委員、相馬委員、 

木鋪委員、松井委員、田島委員、磯貝委員、竹内委員、髙見澤委員、土屋委員、 

秋山一雄委員、吉澤委員、神津委員、渡辺委員、依田委員、小林委員 

以上１９名 

【事務局】小林部長、土屋課長、若林課長補佐（企画調整係長）、大井主任、中村主事、 

大井主事、丸田主事 

○協議事項等 

次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

（１）第一次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について 

  ア 各部会審議報告について 

   資料１、２ 

質疑、意見 

会長 

 

 

元吉第１部

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、部会の報告をお願いいたします。まずは第１部会の報告を、元

吉部会長さん、お願いします。 

 

それでは第 1部会の報告を行います。当部会では、第一次佐久市総合計画

後期基本計画の「第１章 たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保

存・継承と発祥」および「第６章 市民生活の安全確保と市民満足度の向上」

に記された２０施策について、９月２７日と１０月１２日の２回にわたり、

審議を行ってまいりました。 

まず、第１章につきましては、佐久の風土に培われてきた伝統・文化の継

承や、教育環境の充実による次代を担う人材の育成を図るとともに、本市の

魅力や情報を積極的に発信することなどにより、連携や交流を推進するとい

う観点から、また、第６章につきましては、市民が日常生活に安全性や安心

感を求める中で、災害に強いまちづくりや、地域における互助機能をもつコ

ミュニティの育成を図るとともに、徹底した情報公開を通じて、市民参加型

の市政の実現を目指すという観点から、それぞれ「目標」、「チャレンジ！！」

の計画最終年度である平成２８度の実績の分析、取り組み状況等の確認・評

価しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

相馬第２部

会長 

 

 

 

 

 

さらに、第二次総合計画の計画期間が本年度から始まっていることから、

第二次総合計画へ、どのようにつなげていけば、市民満足度の向上が図られ

るかという視点でも審議しました。 

各項目の詳細につきましては、「目標」はお手元の資料１、１ページから

９ページ、３８ページから４７ページ「チャレンジ！！」は資料２、１・２

ページ、８・９ページの該当章をご覧いただきたいと思います。 

概要のみ申し上げますと、「目標」につきましては、３３項目のうち、「達

成」が１５件、「未達成」が１８件でございました。「チャレンジ！！」につ

きましては、１９項目のうち、「具体的取り組みを実施中」が１８件、「未着

手」が１件でございました。 

部会の審議を通じて、委員の皆様から資料１、１ページの「文化芸術」に

ついては、「施設や企画展などの PR が不足していると感じる。広く市民だけ

でなく、市外の人にも知っていただくよう努力して欲しい」との意見、４ペ

ージの「男女共同参画社会」については、「まずは市役所全体で意識改革に

取り組んで欲しい」との意見、３９ページの「消防・救急」については、「AED

の設置場所を分かりやすく広く周知して欲しい」との意見などをいただきま

した。 

また、全体を通しまして、「参加者や利用者の立場に立った、事業の周知

や施策を展開して行って欲しい」との意見が出されました。 

これらの意見につきましては、資料１及び資料２に審議会意見として、ま

とめておりますのでご覧ください。既に第二次総合計画がスタートしており

ますが、目標の達成状況を考慮する中で、第二次総合計画で掲げた目標であ

る市民満足度の向上に向け、生かしていただきたいと考えております。 

以上、概要のみの報告で簡単ではありますが、第 1部会の報告といたしま

す。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、第２部会の報告ですが、相馬部会長さん、お願いします。 

 

それでは第２部会の報告を行います。当部会では、第一次佐久市総合計画

後期基本計画の「第２章 ネットワークで築く地域の個性・特色を生かした

多機能都市づくり」及び「第３章 １００万経済圏を目指した産業基盤の強

化と新たな産業の創出」に記された１３施策について、９月２６日と１０月

１０日の２回にわたり、審議を行ってまいりました。 

まず、第２章につきましては、１０００万交流圏の拠点を目指し、本市の

発展に資する都市基盤整備をいかに進めるかという観点から、また、第３章



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

につきましては、１００万経済圏を目指し、本市の特性を生かした各種産業

の活性化と雇用の創出をどのように行うかという観点から、それぞれ「目

標」、「チャレンジ！！」の計画最終年度である平成２８度の実績の分析、取

り組み状況等の確認・評価をいたしました。 

さらに、第１部会の部会長報告と同様に、第二次総合計画へ、どのように

つなげていけば、市民満足度の向上が図られるかという視点でも審議しまし

た。 

各項目の詳細につきましては、「目標」はお手元の資料１、１０ページか

ら２２ページ、「チャレンジ!!」は資料２、３・４ページの該当章をご覧い

ただきたいと思います。 

概要のみ申し上げますと、「目標」につきましては、２２項目のうち、「達

成」が８件、「未達成」が１３件、国の統計調査が終了してしまったことに

よる「評価不能」が１件でございました。「チャレンジ！！」につきまして

は、すべてが「具体的取り組みを実施中」でございました。 

 部会の審議を通じて、委員の皆様から、資料１、１０ページの「高速交

通ネットワーク」については、「中部横断自動車道については、早期に全線

開通するように取り組んで欲しい。」との意見、１６ページの「農業」につ

いては、「地域の特徴や良さを生かした農業を推進するとともに、荒廃農地

の活用も推進して欲しい。」との意見、１８ページの「林業」については、「雇

用を生かす資源として、森林を生かして欲しい。」との意見、１９ページの

「商業・サービス業」については、「商店街などでは、後継者、担い手不足

が問題となっており、後継者の育成や若者たちの起業支援にも取り組んで欲

しい。」との意見などをいただきました。  

また、全体を通しまして、「各施策を進めることにより、新たな雇用を生

み出し、選ばれるまちになって欲しい」との意見が出されました。 

これらの意見につきましては、資料１及び資料２に審議会意見として、ま

とめておりますのでご覧ください。 

既に第二次総合計画がスタートしておりますが、目標の達成状況を考慮す

る中で、第二次総合計画で掲げた目標である市民満足度の向上に向け、生か

していただきたいと考えております。 

以上、概要のみの報告で簡単ではありますが、第２部会の報告といたしま

す。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、第３部会の報告ですが、竹内部会長さん、お願いします。 
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第３部会の報告を行います。当部会では、後期基本計画の「第４章 みん

なが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成」及び「第５章 水と緑きら

めく自然と共に生きる快適環境の創出」に記された１５施策について、９月

２７日と１０月１８日の２回にわたり、審議を行ってまいりました。 

まず、第４章につきましては、地域ぐるみで協力し、支えあうという「相

互扶助」を基本に、子どもからお年寄りまで全ての市民が生きがい豊かに、

幸せを感じながら生活できる健康長寿のまちを形成するという観点から、ま

た、第５章につきましては、佐久市の恵まれた自然環境を生かしながら、環

境にやさしいまちを形成するという観点から、それぞれ「目標」、「チャレン

ジ！！」の計画最終年度である平成２８度の実績の分析、取り組み状況等の

確認・評価をいたしました。 

さらに、第二次総合計画へ、どのようにつなげていけば、市民満足度の向

上が図られるかという視点でも審議しました。 

各項目の詳細につきましては、「目標」はお手元の資料１、２３ページか

ら３７ページ、「チャレンジ!!」は資料２、５ページから７ページの該当章

をご覧いただきたいと思います。 

概要のみ申し上げますと、「目標」につきましては、２３項目のうち、「達

成」が６件、「未達成」が１７件でございました。「チャレンジ！！」につき

ましては、１４項目のうち「達成済」が２件、「具体的取り組みを実施中」

が１２件でございました。 

部会の審議を通じて、委員の皆様から資料１、２９ページの「医療」につ

いては、「浅間病院は公立病院であることから、特に医師の確保に努めて欲

しい。」との意見、３１ページの「母子保健」については、「こんにちは赤ち

ゃん事業では、出産後の不安解消のためにも、できるだけ早い時期に保健師

などの訪問ができるよう努めて欲しい。」との意見、３３ページの「環境保

全」については、「太陽光など自然エネルギーの活用は、周辺環境への影響

も考慮して取り組んで欲しい。」との意見などをいただきました。 

また、全体を通しまして、第１部会と同様となりますが、「参加者や利用

者の立場に立った、事業の周知や施策を展開して行って欲しい」との意見が

出されました。 

これらの意見につきましては、資料１及び資料２に審議会意見として、ま

とめておりますのでご覧ください。目標の達成状況を考慮する中で、第二次

総合計画で掲げた目標である施策満足度の向上に向け、生かしていただきた

いと考えております。 

以上、概要のみの報告で簡単ではありますが、第３部会の報告といたしま

す。 



 

会長 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

相馬第２部

会長 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

 

竹内第３部

会長 

 

 

 

 

 

 

それでは、各部会の報告内容について、ご質問・ご意見はありますでしょ

うか。 

 

第１部会の審議結果を見ると市民満足度は高いのですが、個々の事業を見

ると周知がまだ足りないという事業が多かったようです。満足度が低い施策

だけでなく高い施策にも課題があって、より良くしていく必要があるという

意見が多かったかと思いますが、何かご意見等ございますか。 

 

（特になし） 

 

 第２部会については、これから人口が減少して行く中で、都市の基盤づく

りやネットワーク、産業、雇用の創出といった大変な重要な課題について議

論していただけたと思いますが、何かご意見等ございますか。 

 

 部会の審議は非常に活発に行われました。委員それぞれの立場で、産業や

観光など様々な意見が出ました。項目が多いですが、それぞれの施策につい

て努力をしていっていただきたいと思います。 

 

 行政と市民それぞれ違う思いもあるかと思います。部会意見は市民の声か

と思いますのでぜひ生かしていただきたいと思います。 

 

 各地域の課題や後継者問題などについても意見が出まして非常にプラス

になる審議だったかと思います。 

 

 第３部会についてはどうでしょうか。医療や母子保健といった施策は市民

の満足度は高いと思いますが、より取り組むべきところが意見として出てき

ているかと思います。 

 

 達成の目標は良いのですが、未達成の目標を見ていると当初から目標の設

定に無理があったのではと感じました。第２次ではそれも含めて見直しをさ

れたようですが、志が高すぎたものが多かったと思います。 

 審議としては、活発に様々な意見が出たかと思いますので、今後に生かし

ていっていただければと思います。 

 

 



会長 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 非常に活発な審議が行われたということで、本当にみなさんありがとうご

ざいました。それでは、新たに審議会意見として追加するというものもない

ようですので、各部会の評価等につきましては資料にあるとおりということ

でよろいしでしょうか。 

 

 異議なし。 

 

ありがとうございました。それではこの資料のとおり答申に評価として添

えさせていただきたいと思います。 

 

 

イ 審議会答申について 

質疑、意見 

会長 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

審議会答申について事務局より説明をお願いします。 

 

第一次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について（答申案）につい

て説明 

 

ありがとうございました。答申案につきまして、質問、意見等ありますで

しょうか。 

 

（特になし） 

 

答申につきましては、事務局説明のとおりでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

それではこの内容で市へ答申書として提出させていただきます。 

 

（答申日時：平成２９年１１月２１日（火）１０時３０分～） 

（２）その他 

４ 閉会 


